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長
野
県
内
の
企
業
で
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
０
２
）
排
出
量
を
削
減
す
る
取
り
組
み
が
広
が

っ
て
い
る
。
こ
う
や
豆
腐
製

一造
大
手
の
み
す
ず
コ
ー
ポ
シ
ー
シ
ョ
ン

（長
野
市
）
は
、
加
工
工
程
で
出
る
蒸
気
を
再
利
用
す
る
装
置
を
導
入
、
南
信

一
‐精
機
製
作
所

（飯
島
町
）
は
設
備
の
稼
働
状
況
を
調
整
し
排
出
量
削
減
に
つ
な
げ
る
。
第
２‐
回
国
連
気
候
変
動
枠
組
み

一条
約
締
約
国
会
議

（Ｃ
Ｏ
Ｐ
２‐
）
で
は
、
産
業
革
命
前
か
ら
の
気
温
上
昇
を
セ
氏
ｌ

ｏ
５
度
以
内
と
す
る
パ
リ
協
定
が

，採
択
さ
れ
た
。
県
も
排
出
量
削
減
を
支
援
す
る
中
、
企
業
の
取
り
組
み
に
も
拍
車
が
か
か
り
そ
う
だ
。

ス
リ

鰈
冨
剛
自

新
工
場
で
蒸
気
再
利
用

置
し
た
。
組
成
額
は
６
億
円
。

３
年
間
で
３
％
、
も
し
く
は

５
年
間
で
５
％
の
Ｃ
０
２
削

減
が
見
込
め
る
設
備
投
資
を

対
象
に
当
初
３
年
間
の
借
入

金
利
息
の
１
％
を
上
限
に
利

子
補
給
金
を
受
け
取
れ
る
仕

．組
み
だ
。
同
社
は
数
千
万
円

の
利
子
補
給
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

南
信
精
機
製
作
所
は
２
０

１
４
年
１０
月
～
１５
年
９
月
の

Ｃ
０
２
排
出
量
を
前
の
年
の

同
期
比
で
５
％
減
ら
し
た
。

プ
レ
ス
機
や
組
み
立
て
装
置

の
動
力
源
と
な
り
、
電
気
料

金
の
半
分
ほ
ど
を
占
め
る
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
稼
働
台
数

を
生
産
量
に
応
じ
て
減
ら
し

た
。
２
年
か
け
て
工
場
の
蛍

光
灯
６
０
０
本
弱
を
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド

（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
ラ
イ

■
に
変
更
し
た
こ
と
も
削
減

に
つ
な
が

っ
た
。
工
場

根
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
増

し
、
発
電
量
を
３
割
増

南
信
精
機
製
作
所
は
工
場

根
で
の
大

た

（飯
島
町
〉

５
０

ロ
キ
ｇ
時
に
引
き
上
げ
る

な
ど
再
生
エ
ネ
ル
ギ
に
の
利

を
入
れ
る
。

附
往
熱‐処
理
工
業
（岡‥‐‐径

一市
）
は
、
７
～
９
月
に
計
■

億
８
０
０
０
万
円
を
投
じ
、

電
気
熱
処
理
炉
■
基
と
、
電

さ
を
調
整
す
る
焼
き
戻
し
に

使
う
人
気
焼
戻
炉

次
い
で
、
省
エ
ネ
型
に
変
え

た
。
毎
時
１
１
５
♂
弓
、
年

５
０
万
円
の
電
気
代

の
節
減
に
つ
な
げ
る
。

西
沢
邦
治
社
長
は

「炉

４
～
５
年
残

っ

い
た
が
、
省
エ
ネ
に

」
。

か
ら
は
、
温
暖
化
ガ

り

い
て
い
る
」
と
話
し
て
い

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２‐
の
パ
‐―

‐２
日
に
採
択
さ
れ
た
。

１
９
９
０
年
に
１
５
３
１
万

ヂ
だ

っ
た
県
内
の
温
暖
化
ガ

ス
排
出
量
を
２
０
２
０
年
に

１
３
８
０
万

ン
ト
ま
で
減
ら
す

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

１４
年

度
か
ら
は
県
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

し
、
温
暖
化
対
策
計

出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

事
業
所
を
対
象
に
、
省
エ

機
器
導
入
な
ど
の
助

め
て
い
る
。　
　
，

蝙霧暑繰湿
室効果ガスの排出冒↓
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(注)長野県の資料から作成。温室効果ガスは二酸
化炭素やメタンなど

2010年度  11  20(目標 )


